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序

幕
末
に
平
田
篤
胤
の
国
学
が
庶
民
間
へ
の
惨
透
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、

伊
東
多
三
郎
氏
〔1
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
既
に
勝
れ
た
研
究
が
数
多
く
出
さ

れ
て
い
る
（
2
）。

ま
た
伊
吹
舎
草
奔
門
人
で
あ
っ
た
山
崎
長
右
衛
門
篤
利
に
つ
い
て
も
渡
辺

金
造
氏
の
研
究
（
3
u

に
尽
く
さ
れ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本

稿
も
こ
う
し
た
研
究
に
負
う
て
の
論
で
あ
る
が
、
山
崎
家
の
御
好
意
で
資
料

の
閲
覧
を
許
き
れ
た
の
で
先
学
の
研
究
に
取
残
さ
れ
た
資
料
等
か
ら
、
若
干

の
補
足
と
、
私
見
を
加
え
、
明
治
以
前
の
庶
民
教
育
の
一
端
を
考
察
し
て
見

た
い
。

て
平
田
国
学
の
地
方
伝
播

篤
胤
が
国
学
者
と
し
て
一
家
を
成
し
、

真
菅
乃
屋
の
家
号
で
開
業
し
た
の

は
文
化
元
申
子
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
板
倉
周
防
守
の
家
中
の
者
三

伊
吹
舎
学
と
草
奔
門
人
〈
佐
藤
）

佐

藤

久

夫

名
が
入
門
し
て
以
来
、
年
毎
に
門
人
は
増
加
し
、
文
化
十
三
年
家
号
も
伊
吹

合
と
改
名
、
ま
す
ま
す
盛
況
と
な
っ
た
。

（
表
①
年
度
別
増
加
数

l
束
惰
門
人

l
）（
4
）
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］
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］
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］
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］
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］

こ
の
平
田
篤
胤
門
人
の
う
ち
、
町
人
、
農
民
門
人
い
わ
ゆ
る
庶
民
門
人
の

入
門
を
見
る
に
「
門
人
姓
名
録
」
に
は

文
化
三
年
南
鍋
町
浅
里
屋
野
山
又
兵
衛

j¥ 
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法
政
史
学

第
一
七
号

建
具
屋
浅
見
七
兵
衛

と
見
え
、
庶
民
門
人
の
最
初
の
入
門
者
は
篤
胤
の
住
居
に
近
い
江
戸
の
職
人

が
先
駆
を
な
し
た
。

以
来
江
戸
町
人
の
平
田
学
入
門
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。

（表
②
江
戸
町
人
の
年
別
入
門
者
数
l
文
化
年
間
l
）

一
数
一

1
一
i
l－
－
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1
一
4
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1
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1
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1
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表
①
、
②
で
見
ら
れ
る
と
う
り
、
文
化
十
三
年
に
は
、
篤
胤
生
存
中
に
あ

っ
て
は
最
多
数
の
門
人
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
頃
篤
胤
が
香
取
・
鹿

島

・
息
栖
社
の
参
詣
と
門
人
拡
張
の
為
の
利
根
川
下
流
域
旅
行
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
折
、
香
取
、
鹿
島
社
で
は
門
人
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
か

っ
た
が
、

表
①
に
見
ら
れ
る
と
う
り
の
多
数
の
地
方
庶
民
門
人

い
わ
ゆ
る
草
葬
門
人
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
比
較
的
経
済
活
動
の

発
達
し
て
い
る
土
地
柄
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
草
奔
門
人
を
得
た
こ
と
は
平

田
学
隆
盛
の
要
因
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
。

九。

文
化
十
三
年

利
根
川
流
域

門
人

神
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ま
た
こ
の
折
の
旅
行
で
得
た
篤
胤
の
自
学
へ
の
自
信
は
、
真
菅
乃
屋
な
る

家
号
を
伊
吹
舎
と
改
め
、
大
暫
定
る
通
称
は
大
角
と
改
称
し
て
平
田
派
国
学

の
基
礎
的
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
の
利
根
川
下
流
域
草
葬
門
人
が
、
そ
の
後
ど
の
様
な
伊
吹
合
発
展
の
活

動
を
な
し
た
か
を
見
る
に
、
ま
ず
こ
の
門
人
た
ち
が
親
族
、
知
人
な
ど
を
対

象
に
平
田
学
を
す
す
め
、
伊
吹
舎
入
門
を
す
す
め
た
紹
介
活
動
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
結
果
、
利
根
川
流
域
に
は
著
し
い
勢
い
で
草
葬
門
人
が

芋
蔓
式
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
左
に
草
葬
門
人
の
紹
介
活
動
と
系
統
を
表
に

し
て
見
る
に

表
④ 

利
根
川
流
域
紹
介
門
人
と
系
統

。
土
屋
清
道
｜
一
←
富

直

不！j

↓↓ 
小吉

島岡

彦茂

入台

↓↓↓ 
町小山

山泉崎

正安篤

理蹄利

↓↓↓↓↓ 
小根問中香

塩本田尾取

半庄忠玄宇

蔵蔵利仲内

伊
吹
舎
学
と
草
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門
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（
佐
藤
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法
政
史
学

第
一
七
号

O
柴

田

義

信
！一
←
狩
野
保
吉

－
←
斎
藤
勝
文

一←
弓
削
春
彦

l
－
←
是
雄
←
出
雲

一←
黒
須
真
寿
雄

一
←
岡
沢
寛
故

一
←
田
中
保
種

7
V
白

鳥

義

教

一←
高
師

信

任

一
←
石
井
豊
則

一
←
風
袋
元
則

。

中

台

円

後

←

岩

崎

吉

彦

。
森

義

春

←

平

島

伊

助

（
以
下
略
〉

表
④
の
よ
う
な
利
根
川
下
流
域
の
門
人
拡
大
の
過
程
と
、
そ
の
系
統
関
係
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

、

篤

利

の

入

門

右
表
④
で
見
ら
れ
た
と
う
り
山
崎
長
右
衛
門
篤
利
も
篤
胤
の
文
化
十
三
年

利
根
川
下
流
域
旅
行
が
機
縁
と
な
っ
た
、

草
葬
門
人
紹
介
活
動
に
よ
り
伊
吹

舎
に
入
門
し
た
一

員
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

入
門
過
程
を
辿
っ
て
見
る
に
文
化
十
三
年
、
江
戸
京
橋
三
十
間
堀
の
自
宅

を
出
発
し
た
篤
胤
が
、
四
月
二
十
七
日
先
ず
訪
れ
た
意
富
比
社
で
、

三
名
の

門
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
一
人
に

下
総
国
葛
飾
郡
船
橋

土
屋
清
道
紹
介
四
十
八
才

意
富
比
神
社
大
宮
司

富
上
総
介
直
利
官
）

が
い
る
。
船
橋
の
富
直
利
を
得
た
こ
と
は
篤
胤
に
と
っ
て
は
極
め
て
力
強
い

も
の
と
な
り
、
自
信
を
深
め
、
こ
の
旅
行
が
成
功
し
た
一
因
で
あ
っ
た
。

直

利
の
門
人
紹
介
活
動
は
表
④
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
そ
の
紹
介
門
人

の
一
人
に
松
戸
宿
の
綿
屋
商
人
で
あ
る

九

下
総
国
葛
飾
郡
松
戸
宿
綿
屋
富
直
利
紹
介

小
島
彦
八
元
吉
後
彦
右
衛
門

な
る
門
人
が
い
る
。
元
吉
も
伊
吹
舎
門
人
と
し
て
篤
胤
の
経
済
的
援
助
に
、

ま
た
伊
吹
舎
発
展
に
尽
力
し
た
。
そ
の
功
に
対
し
て
篤
胤
は
「
悟
道
燐
」
発

行
の
際
に
、
序
文
を
記
る
す
と
い
う
形
で
元
吉
の
名
を
記
載
し
て
功
に
報
い

て
い
る
。

小
島
彦
八
は
越
谷
方
面
に
門
人
を
獲
得
し
た
が
、
同
文
化
十
三
年
最
初
の

桁
介
門
人
に
同
じ
商
人
仲
間
で
あ
る
越
谷
の
豪
商

埼
玉
郡
越
谷
新
町
小
島
元
吉
紹
介
五
十
一
才

山
崎
長
右

衛

門

平

篤

利

因

懇

願
与
二
子
（
日
〉

を
平
田
篤
胤
に
紹
介
し
、
伊
吹
舎
門
人
に
加
え
た
の
で
あ
る
。

、
草
葬
門
人
の
経
済
援
助
と
出
版

ω地
方
．
門
人
グ
ル
ー
プ
の
活
動

篤
胤
が
地
方
門
人
獲
得
に
力
を
注
い
だ
の
は
、
平
田
国
学
の
伝
播
は
も
と

よ
り
の
こ
と
で
あ
る
が
、
門
人
よ
り
経
済
援
助
を
乞
う
為
の
も
の
で
も
あ
っ

た
。
入
門
と
同
時
に
納
め
る
東
情
の
他
に
、
地
方
門
人
の
グ
ル
ー
プ
へ
は
、

教
科
書
で
あ
る
篤
胤
の
著
書
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
出
版
費
助
成
と
い

う
形
で
、
世
話
人
を
通
し
て
寄
附
金
を
集
め
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

伊
吹
舎
、
越
谷
地
方
門
人
は
山
崎
篤
利
の
他
に
、
小
島
元
吉
の
紹
介
で
文

化
十
四
年
に
入
門
し
た
、
小
泉
市
右
衛
門
安
輝
と
町
山
善
兵
衛
王
理
の
二
人

が
居
り
、
三
名
で
越
谷
地
方
門
人
グ
ル
ー
プ
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
越
谷
地

方
門
人
に
も
当
然
助
成
金
に
つ
い
て

「
l
上
欠
l

然
者
平
田
大
人
著
神
代
系
図
近
々
す
り
出
し
ニ

相
成
候

－一
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付
、
其
御
地
御
門
人
方
江
内
談
－
一
則
平
田
世
話
人
伊
助
と
申
仁
差
遣
し
申

候
。
尤
先
日
市
右
衛
門
様
善
兵
衛
様
江
は
、
御
唱
し
申
置
候
問
、
右
方
々

よ
り
御
承
知
も
有
之
哉
候
。
右
系
図
之
儀
仕
立
一
一
相
成
、
金
六
丙
ほ
と
不

足
ニ
而
差
丈
－
一
相
成
候
－
一
付
、
御
地
御
門
人
方
江
御
無
心
差
上
申
候
。
大

か
た
貴
君
様
へ
は
、
別
段
御
出
精
相
願
可
申
哉
－
一
も
候
。
何
卒
無
余
日
返

金
為
致
申
候
問
、
御
聞
済
外
之
様
子
御
談
合
可
被
下
候
。
伊
助
市
右
衛
門

善
兵
衛
よ
り
、
御
承
知
之
上
奉
願
候
。
先
は
右
之
段
申
上
度
、
如
此
－
一
御

座
候
。
（
下
略
）
（
7
）

な
る
要
請
が
な
さ
れ
た
。
右
の
平
田
世
話
人
よ
り
篤
利
宛
の
書
簡
に
見
ら
れ

る
と
う
り
、
出
版
助
成
の
名
目
ぞ
三
人
で
六
両
の
調
達
が
依
頼
さ
れ
、
ま
た

経
済
的
に
豊
か
な
篤
利
に
は
別
段
の
援
助
を
乞
う
た
。
と
い
う
の
は
一
人
二

両
宛
と
い
う
均
等
割
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
で
能
力
に
応
じ
て
負
担
し
、

総
額
が
割
当
額
に
な
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
調

達
に
は
文
中
に
も
見
ら
れ
る
様
に
門
人
中
で
も
頭
立
っ
た
、
平
田
世
話
人
な

る
役
員
が
当
っ
た
。
越
谷
門
人
の
世
話
人
は
文
化
十
三
年
の
旅
行
の
折
に
入

門
し
た
、
下
総
銚
子
の
産
で
、
江
戸
住
い
し
て
い
る
平
島
伊
助
が
当
っ
て
い

た。
こ
の
よ
う
に
平
田
地
方
門
人
が
グ
ル
ー
プ
で
、
出
版
援
助
、
ま
た
篤
胤
の

著
書
を
入
手
す
る
手
段
と
し
て
、
共
同
で
資
金
を
調
達
し
て
い
る
例
は
少
く

な
い
が
、
伊
吹
合
日
記
（8
）
よ
り
数
例
を
抜
き
書
き
し
て
見
る
と

文
化
九
年
八
月
廿
五
日
上
総
大
高
よ
り
金
子
五
丙
入
害
状
来
る。

同
十
一
月
十
一
日
銚
子
宮
内
主
水
使
に
末
家
明
石
八
兵
衛
と
云
人
来

書
状
井
金
七
両
弐
歩
到
来
：
：
：
（
下
略
〉

女
政
十
二
年
十
二
月
五
日
ハ
前
略
）
三
州
吉
田
三
人
よ
り
玉
祥
彫
刻
料

伊
吹
合
学
と
草
葬
門
人
ハ
佐
藤
）

金
五
両
、
書
状
添
到
来
、
下
総
宇
井
出
羽
守
よ
り
書
状
井
木
内
連
願
書
到

来

（
下
略
）

と
、
各
地
の
地
方
門
人
も
越
谷
門
人
と
同
様
の
組
織
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と

が
知
れ
る
。

こ
う
し
て
平
田
国
学
l
伊
吹
舎
！
は
草
奔
門
人
の
経
済
的
、
組
織
的
な
援

助
の
も
と
に
大
き
く
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
門
人
の
増
加

に
つ
れ
、
門
人
の
経
済
状
態
も
、
学
問
へ
の
熱
意
も
一
様
で
は
な
く
、
何
河

と
い
っ
た
ま
と
ま
っ
た
出
費
の
困
難
な
者
も
少
く
な
か
っ
た
、
こ
う
し
た
経

済
的
に
困
難
な
者
に
つ
い
て
は

「
O
今
年
も
社
中
彫
刻
掛
銀
あ
り
、
竹
内
、
上
杉
度
々
廻
り
に
削
る
」
（9
）

と
い
っ
た
出
版
費
の
掛
銀
制
度
に
よ
る
出
資
法
も
と
ら
れ
た
。
ま
た
篤
胤
晩

年
に
は
更
に
組
織
さ
れ
た
も
の
と
な
り

「
進
学
会
積
金
法

平
田
先
生
年
来
著
述
の
書
、
数
百
巻
に
相
嵩
み
候
に
什
、
彫
刻
方
段
々
延

引
に
及
び
候
所
、
門
人
の
衆
中
、
右
著
述
書
物
早
々
仕
方
候
て
、
世
に
広

く
せ
む
と
被
希
候
事
頻
り
に
付
、
今
般
、
進
学
積
金
取
結
の
儀
申
談
候
上
、

仕
法
規
定
左
の
通
に
御
座
候
。

O
積
金

一口
分
一
ヶ
月
銀

一
匁
宛
也

但
し
毎
朝
神
拝
の
節
、
青
銅
四
孔
宛
奉
献
候
て
、
家
内
安
全
子
孫
繁
昌
、

福
寿
増
長
の
御
礼
奉
申
上
中
上
候
は
ば
、
一

ヶ
月
積
り
て
凡
銀
一
匁
余
に

も
相
成
可
申
候
、

O
江
戸
に
て
身
元
憾
な
る
町
家
一
人
、
集
合
預
り
方
相
頼
置
候
て
、
最
寄

の
世
話
人
よ
り
右
金
預
り
方
へ
金
子
相
居
可
申
候
事

。
京
、
大
阪
は
勿
論
、
諸
国
村
方
迄
も
、
最
寄
々
々
へ
世
話
人
相
定
置
候

九
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て
、
毎
月
掛
金
世
話
人
方
へ
相
渡
し
、
世
話
人
方
に
て
員
数
都
合
の
上
、

書
状
相
添
、
江
戸
表
金
預
り
方
へ
相
届
可
申
候
事
、
（
下
略
）
（
9
〉」

と
進
学
会
に
ま
で
発
展
し
、
積
金
制
度
も
細
部
ま
で
規
定
さ
れ
た
、
こ
こ
に

伊
吹
舎
の
経
済
的
援
助
組
織
は
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
草
葬
門
人
の
出
版
援
助
の
組
織
は
妓
後
門
人
に
も
引
継
が
れ
、

出
版
活
動
に
も
注
目
さ
れ
る
も
る
が
多
い
、
そ
の
一
に

「
門
人
岩
崎
長
世
。
前
島
正
弼
。
北
原
信
質
等
い
う
。
吾
師
ノ
翁
の
著
さ

れ
た
る
書
籍
百
部
可
り
。
其
が
中
に
三
十
余
部
は
。
既
く
上
木
な
り
て
。

世
に
弘
ま
れ
れ
ど
。
其
本
編
た
る
此
れ
の
伝
は
し
も
、
此
ほ
ど
ま
で
写
本

な
り
け
れ
ば
。
容
易
く
は
乞
賜
難
な
り
。
然
る
に
何
の
御
書
に
も
御
さ
と

し
言
の
終
め
に
は
、
古
史
伝
に
就
て
見
る
べ
し
。
古
史
の
何
段
の
伝
を
見

る
べ
し
。
と
や
う
に
有
る
に
切
迫
り
て
。
野
中
の
花
を
霞
に
ま
ど
は
し
。

月
ま
つ
嶺
に
軽
引
雲
の
。
い
と
飽
か
ず
口
を
し
く
て
。
誰
し
の
人
も
や
む

め
る
が
。
身
に
も
し
ら
れ
て
煉
慨
さ
に
。
い
か
で
其
の
巻
々
を
。
は
し
っ

方
よ
り
乞
賜
て
、
神
に
皇
に
。
忠
誠
し
か
ら
む
人
を
前
め
て
。
板
に
彫

ら
せ
て
。
世
に
弘
く
せ
ば
や
と
。
お
の
が
ど
ち
量
定
め
て
。
や
が
て
御
許

に
ね
ぎ
ま
を
し
し
を
。
憶
し
鴨
。
欣
し
か
も
。
諾
と
宣
は
せ
て
、
そ
の
清

書
を
。
ず
き
ず
き
に
な
む
賜
せ
け
る
ま
に
ま
。
先
此
は
じ
め
の
巻
を
ば
。

今
村
の
信
敬
し
て
。
か
く
桜
の
木
に
ゑ
ら
せ
た
る
な
り
。
信
敬
は
。
信
濃

国
伊
那
郡
麻
績
里
人
。
」
（

m）

な
る
伊
那
谷
の
実
行
教
会
を
中
心
と
す
る
「
古
史
伝
」
出
版
の
事
業
が
あ
げ

ら
れ
る
。

こ
の
事
業
は
信
濃
地
方
門
人
の
運
動
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
伊
吹
舎
門
人
衆

へ
呼
び
か
け
、
出
資
義
摘
制
度
を
採
用
し
て
出
版
事
業
の
拡
大
を
図
っ
た
。

九
四

こ
の
結
果
、
甲
斐
・
美
濃
・
下
野
・
三
河
・
駿
河
・
近
江
・
石
見
・
讃
岐
・

備
後
・
豊
後
と
伊
吹
舎
門
人
の
全
国
的
事
業
と
な
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
（
ロ
）

問
地
方
有
力
門
人
と
し
て
の
篤
利

以
上
の
気
吹
舎
地
方
門
人
会
の
出
版
援
助
を
主
と
す
る
経
済
的
援
助
を
記

し
た
が
、
こ
う
し
た
集
団
と
し
て
の
援
助
と
共
に
、
門
人
一
個
人
と
し
て
篤

胤
を
援
助
し
、
平
田
学
成
立
に
尽
力
し
た
意
義
も
、
伊
吹
舎
発
展
の
上
で
見

逃
せ
な
い
。

篤
胤
が
鉄
胤
に
宛
た
書
簡
の
中
で

「
世
の
為
、
人
の
為
に
ト
千
辛
万
苦
、
言
語
道
断
の
苦
み
し
ツ
ツ
書
ヲ
作

リ
テ
、
仁
者
の
カ
ゲ
ニ
テ
板
一
一
ホ
リ
、
云
々
」
（
辺
）

会
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
、
経
済
的
有
力
門
人
！
仁
者

l
の
力
が
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
が
伺
え
る
。

伊
吹
舎
草
葬
門
人
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
豪
商
門
人
と
呼
ば
れ
る
門
人
が

文
化
八
年
十
月
北
川
真
顔
の
紹
介
で
入
門
し
た
。
即
ち

駿
河
国
府
中
江
川
町
鎮
屋
柴
崎
十
兵
衛
直
古

と
、
直
古
の
紹
介
で
翌
月
入
門
し
た
。

駿
河
国
府
中
江
川
町
三
階
屋

新
庄
仁
右
衛
門
藤
原
道
雄

を
ま
ず
あ
げ
得
る
。
柴
崎
・
新
庄
両
者
と
篤
胤
の
援
助
関
係
は
渡
辺
金
造
氏

「
平
田
篤
胤
研
究
」
書
簡
篇
八
三
・
八
四
・
八
七
・
八
八
等
に
－
記
載
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
化
八
年
以
来
篤
胤
の
有
力
経
済
門
人
で
あ
っ
た
柴
崎
・
新
庄
に
引
続
い

て
、
文
化
末
年
頃
よ
り
、
山
崎
篤
利
が
台
頭
し
た
。
従
来
の
気
吹
舎
門
人
が
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五
両
・
十
両
の
出
資
と
い
え
ば
精
一
杯
で
あ
っ
た
の
と
は
異
り

D

「
借
用
申
金
之
事

一
金
弐
百
九
拾
六
両
也
文
字
小
判
也

但
利
足
之
儀
者
壱
割

右
者
此
度
御
厚
意
を
以
て
、
古
史
成
文
三
巻
、
古
史
徴
四
巻
共
、
彫
刻
致

し
、
且
仕
立
迄
之
入
用
と
し
て
借
用
申
処
実
正
也
。
返
済
之
儀
者
、
最
初

御
約
束
申
候
通
、
右
本
売
渡
之
金
子
－
一
雨
、
元
利
御
勘
定
御
引
取
可
被
下

候
。
万
一
為
金
子
返
納
に
能
は
ず
候
者
、
板
木
不
残
取
揃
、
貴
殿
方
江
御

引
取
り
摺
立
、
本
書
躍
江
御
売
渡
被
成
、
其
利
分
に
て
元
利
相
済
次
第
、

板
木
者
此
方
江
御
渡
可
裁
下
候
申
尤
此
度
摺
立
相
済
候
上
者
、
直
に
板
木

御
預
ケ
申
候
て
も
不
苦
候
。
此
儀
者
御
勝
手
次
第
に
可
被
成
候
。
為
後
目

的
如
件

証

人

借
用
人

よ
り
追
々

平平

目白鳥

大伊

角助

印
円
H
ド

rヒa

文
政
元
戊
寅
正
月
十
日

山
崎
長
右
衛
門
殿
」
§
）

な
る
大
金
を
篤
利
は
調
達
で
き
る
門
人
で
あ
っ
た
。
き
れ
ば
こ
そ
、
篤
胤
が

「
学
問
に
は
や
づ
ら
に
御
座
候
へ
共
、
内
実
ハ
子
の
心
得
に
て
居
候
へ
ば

親
と
た
の
む
貴
老
」
（
M
）

と
一
町
人
の
篤
利
に
頭
を
下
げ
た
の
も
、
そ
の
本
心
は
財
布
に
あ
っ
た
か
ら

だ。
新
庄
道
雄
と
篤
利
の
平
田
門
人
と
し
て
の
位
置
の
「
振
り
変
り
」
は
文
政

二
年
古
史
徴
出
版
に
当
っ
て
明
確
に
現
わ
れ
た
。

篤
胤
は
門
人
の
う
ち
出
版
援
助
や
平
田
学
発
展
の
為
に
尽
力
し
た
者
に
、

伊
吹
舎
学
と
草
葬
門
人
〈
佐
藤
〉

出
版
書
の
序
文
、
或
は
肢
に
姓
名
を
掲
げ
て
、
そ
の
名
を
後
世
に
残
ず
と
い

う
手
段
の
褒
賞
制
度
を
と
っ
て
い
る
。
（
束
惰
門
人
だ
け
で
も
百
人
に
達
す

る
〉
従
っ
て
そ
の
名
の
出
さ
れ
方
で
信
任
度
も
知
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
文

章
は
篤
胤
が
書
く
の
で
あ
る
が
表
向
き
は
門
人
の
記
載
の
よ
う
に
見
せ
か
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

古
史
徴
解
題
記
も
そ
の
例
に
従
っ
て
出
版
に
功
の
あ
っ
た
新
庄
道
雄
、
山

崎
篤
利
の
名
が
載
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ゐ
が
こ
れ
迄
有
力
門
人
の
第
一
で
あ
っ

た
新
庄
に
は
「
古
史
徴
の
そ
へ
こ
と
」
に
－
記
名
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
「
古
史
徴
序
」

及
び
「
開
題
記
目
録
大
意
」
は
山
崎
長
右
衛
門
篤
利
の
名
で
掲
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
と
遠
慮
す
る
篤
利
に

「
（
上
欠
）
を
入
れ
て
記
し
度
存
候
へ
共
、
余
り
さ
し
出
し
な
る
こ
と
故

名
乗
り
斗
り
と
御
申
故
、
阿
の
如
く
致
し
候
事
に
御
座
候
へ
共
、
な
ら
ば

長
右
衛
門
と
い
う
名
を
出
す
か
た
よ
ろ
し
御
座
候
。
何
れ
よ
く
御
勘
考
な

さ
れ
、
此
次
早
々
の
た
よ
り
に
御
申
こ
し
。

可
被
下
候
か
し
。

二
十
六
日
ま
で
に
御
さ
た
無
御
度
候
ヘ
パ
、
相
直
し
申
候
問
左
様
御
承
知

可
被
下
候
」

8
）

と
長
右
衛
門
の
名
も
無
理
に
入
れ
て

「
御
名
を
国
中
に
か
か
や
か
さ
ん
と
い
う
」
（ぎ

熱
心
き
で
あ
っ
た

D

こ
れ
と
い
う
の
も
三
百
両
も
の
大
金
の
出
資
に
対
す
る

返
礼
か
ら
で
あ
っ
た
。

篤
利
と
て
こ
の
大
金
を
容
易
く
出
資
で
き
た
の
で
は
な
く
養
子
の
身
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
わ
り
に
気
が
ね
し
つ
つ
の
調
達
で
あ
っ
た
、
そ
の
為
篤
胤

も
折
に
触
れ
て
は
少
し
で
も
篤
利
や
一
家
の
者
を
安
堵
さ
せ
る
よ
う
に

九
五
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「
（
上
欠
）
阿
ま
り
阿
ま
り
御
苦
労
ば
か
り
御
き
か
せ
申
候
故
、
ま
た
う

れ
し
き
事
を
御
き
か
せ
申
候
。
本
庄
の
津
軽
様
よ
り
、
こ
う
志
ゃ
く
出
て

く
れ
ろ
と
申
込
ミ
有
之
候
。
こ
れ
甚
タ
吉
事
の
わ
け
御
座
候
。

。
公
儀
御
日
付
の
は
き
き
内
藤
周
防
守
様
よ
り
古
学
の
趣
意
を
か
き
出
し

候
様
－
一
と
の
事
故
、
認
メ
出
し
候
。
是
大
吉
事
－
一
御
座
候
。
其
後
い
ま
だ

御
沙
汰
ハ
無
之
候
へ
ど
も
、
阿
り
が
た
き
事
に
御
座
候

O
今
年
か
来
年
の
内
に
公
方
様
へ
御
目
見
被
仰
付
可
申
と
、
彼
是
よ
り
取

持
申
上
候
由
も
承
り
伝
へ
候
。
是
も
出
来
可
申
と
存
候
。

。
水
戸
様
、
越
中
様
、
は
な
ハ
林
大
学
様
、
其
外
き
き
道
の
所
々
に
で
も

当
時
平
田
ほ
ど
の
学
者
ハ
な
い
と
て
、
開
題
記
の
評
判
誠
に
よ
ろ
し
く
御

座
候
。
弟
子
内
で
ほ
め
る
こ
と
ハ
ひ
い
き
に
も
あ
れ
ど
、
右
之
所
々
に
て

の
評
判
は
、
誠
二
天
下
の
よ
き
一評
判
－
一
候
故
、
こ
れ
と
存
候
す
べ
て
ケ
様

ニ
評
判
（
以
下
欠
〉
」
（
口
）

と
か

「
（
上
欠
〉
我
等
年
頃
を
申
候
所
、
其
く
ら
い
の
年
一
一
て
、
ヶ
様
学
問
の
出
来

候
と
い
ふ
ハ
、
只
今
ニ
ハ
有
ま
じ
。
何
れ
公
儀
ニ
て
も
、
此
学
問
ハ
御
取
り

用
へ
な
さ
る
べ
く
、
是
也
に
御
す
て
置
キ
な
さ
れ
が
た
き
と
の
事
、
か
へ
す

か
へ
す
御
ほ
め
な
さ
れ
、
追
而
後
さ
た
有
べ
く
と
の
事
一
一
御
座
候
二
統
誠

ニ
あ
り
が
た
が
り
大
悦
仕
候
。
是
も
偏
一
一
御
か
げ
故
－
一
御
座
候
な
ほ
古
さ

た
次
第
可
申
上
候
。
色
々
様
子
よ
き
事
ど
も
段
々
御
座
候
也
（
下
略
）
」（
日）

な
ど
の
書
簡
を
送
る
心
遣
い
を
常
に
行
い
、
平
田
学
は
公
儀
に
も
、
ま
た
禁

中
で
も
採
用
さ
れ
る
有
望
な
学
問
で
あ
る
こ
と
や
、

篤
胤
自
ら
己
は
天
下

一

の
学
者
で
あ
る
と
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
借
金
の
取
立
を
防
ぐ
必
要
が

あ
っ
た
。

九
六

こ
の
後
も
篤
胤
が
篤
利
か
ら
金
子
の
援
助
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、

気
吹

舎
日
記
に
見
ら
れ
る
篤
胤
の
越
谷
訪
問
の
ひ
ん
ぱ
ん
さ
で
も
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が

「
O
十
六
日
に
山
一
又
々
御
出
の
よ
し
、

其
節
金
子
十
両
御
も
た
せ
御
こ

し
可
被
下
候
」
（珍

「
も
し
御
都
合
相
成
侯
ハ
パ
、
一
夜
ど
ま
り
に
て
御
出
府
被
下
侯
様
－
一
致

し
度
候
。
さ
し
た
る
用
事
も
無
れ
ど
も
、
板
も
出
来
そ
ろ
ひ
、
又
々
何
か

の
御
唱
し
も
志
ミ
ム
＼
致
し
度
候
ヘ
パ
也
。
さ
て
三
十
日
ご
ろ
ま
で
の
た

よ
り
に
、
七
両
ば
か
り
御
む
し
被
下
候
」
（
却
）

な
ど
の
書
簡
で
一
一
層
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
て
現
金
に
よ
る
山
崎
家

よ
り
の
調
達
は
篤
利
の
生
存
中
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。

山
崎
家
よ
り
平
田
家
へ
の
援
助
は
、
現
金
の
他
に
生
活
上
の
物
資
や
食
品

な
ど
も
絶
え
ず
届
け
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
広
い
倉
に
は
衣
類
や
版
木
な
ど

も
預
る
な
ど
の
便
宜
を
与
え
て
い
た
。
篤
胤
よ
り
の
手
紙
に
も

「
（
上
欠
〉
致
さ
せ
候
参
り
た
の
に
ハ
、
こ
ま
り
入
申
候
。
山
一
と
う
ふ
や

へ
も
、
よ
ろ
し
く
御
願
中
候
。
お
ば
ア
様
こ
と
、
山
一
が
く
る
の
／
＼
と

日
々
御
ま
ち
被
成
候
問
、
其
由
も
御
中
可
被
下
候
。

O
夏
も
の
二
十
品
も
た
せ
上
候
、
御
六
ケ
敷
な
が
ら
御
志
ま
ひ
お
き
被
下

冬
も
の
ミ
那
御
こ
し
に
入
可
被
下
候
。
も
し
ミ
那
も
て
ず
候
ハ
パ
、
折
瀬

の
ハ
阿
と

へ
ま
ハ
し
で
も
よ
ろ
し
と
申
事
－
一
御
座
候
。

O
か
た
ぎ
ぬ
、
は
か
ま
ハ
せ
う
、
そ
く
の
い
た
め
が
ミ
へ
、
一
志
ょ
に
し
て

御
こ
し
可
被
下
と
申
事
一
一
御
庖
候
い
た
む
か
ら

。
は
み
が
き
上
候
。
是
ハ
よ
ろ
し
き
品
故
、
先
日
の
よ
り
ハ
高
き
由
ニ
御

座
候
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。
ひ
き
わ
り
を
少
々
山
一
へ
云
て
下
さ
’れ
と
お
ば
ア
様
彼
仰
候
。
少
し
に

て
よ
ろ
し
く
御
座
侠
。

。
な
つ
め
少
々
御
と
ら
せ
可
被
下
供
。
く
れ
／
＼
も
芯

ニ
郎
ハ
明
日
此
引

と
一
志
ょ
に
御
こ
し
可
被
下
候
（
下
略
）
」
へり

と
か
、
例
年
定
期
的
に
贈
り
出
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は

「
（
文
政
九
年
）
十
二
月
十
八
日
越
ヶ
谷
よ
り
稲
米
る
」

i
伊
吹
舎
日
記
｜

「
上
略
例
年
之
通
リ
稲
穂
御
願
申
度
奉
存
候
。
御
地
よ
り
御
幸
使
御

座
候
ハ
ハ
、
御
事
伝
可
被
下
、
此
方
よ
り
も
、
其
内
ニ
ハ
御
願
ニ

差
上
可

申
、
何
レ
と
も
使
次
第
奉
希
上
候
」
（
詑
）

な
ど
の
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
稲
が
山
崎
家
よ
り
平
田
家
へ
送
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
稲
は
祭
詞
用
か
、
食
用
か
明
き
ら
か
で
な
い
が

「
稲

穂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
は
祭
礼
用
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
十
二
月

で
あ
る
か
ら
食
用
と
見
て
よ
い
と
考
え
る
。

山
崎
家
に
は
今
日
も
当
時
か
ら
の
大
き
い
倉
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸

の
平
田
家
は
借
り
屋
住
い
で
転
々
と
し
て
住
所
を
か
え
て
い
る
。
そ
の
為
上

記
書
簡
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
季
節
外
の
衣
類
な
ど
越
谷
へ
預
け
て
お
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
板
木
も
ま
た
、
山
崎
家
に
は
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
板
木
の
所
蔵
に
つ
い
て
は
、
上
記
借
金
証
文
の
文
面
に
金
子
返
済

不
能
の
場
合
は
、
板
木
残
ら
ず
取
お
さ
へ
で
も
結
構
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡

辺
金
造
氏
は
山
崎
家
に
保
管
さ
れ
た
板
木
は
借
金
の
代
償
と
し
て
取
っ
た
も

の
と
解
し
て
い
る
（
号
。
し
か
し
そ
う
ば
か
り
い
え
な
い
こ
と
は
衣
類
の
例

で
考
え
て
も
、
ま
た

「
ハ
上
欠
〉
一
下
り
あ
と
板
木
仕
舞
所
、
扱
々
こ
ま
り
可
被
申
候
。
今
年
は

伊
吹
合
学
と
草
奔
門
人
ハ
佐
藤
〉

総
本
弥
内
登
り
候
問
、
頼
み
り
遣
、
夫
迄
の
所
よ
ら
し
く
手
配
可
被
成
、

モ
シ
ハ
其
元
帰
府
迄
進
甘
へ
頼
み
上
野
湖
一
段
へ
側
一で
上
野
御
蔵
へ
煩
ひ

こ
と
出
米
ま
い
か
」
（
μ
）

な
る
手
紙
を
鉄
胤
へ
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
板
木
の
所
蔵
場
所
に
は
苦
労

し
て
い
た
事
情
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
保
管
場
所
の
な
い
こ
と
か
ら
、
山
崎

家
へ
板
木
が
預
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
借
金
の
代
償
に
取
っ
た
と
考

え
る
よ
り
、
伊
吹
合
日
記
の

「
文
政
十
年
八
月
二
十
二
日
i
上
略

l
越
ヶ
谷
よ
り
帰
る
。
御
伝
記
の
板

神
拝
式
の
板
持
帰
ル
」
。

「
文
政
十
一
年
五
月
三
日
市
政
を
下
谷
へ
遣
ハ
シ
金
子
受
以
。
行
徳
が

し
八
幡
屋
へ
弓
削
氏
へ
の
届
物
岡
沢
迄
遣
す
。
河
村
与
三
右
衛
門
よ
り
金

子
持
セ
使
米
。
反
畝
よ
り
御
出
、
越
谷
よ
り
板
木
米
、
番
町
服
部
九
十
郎

殿
家
来
平
山
名
助
と
い
ふ
人
入
門
也
。
青
木
勇
来
、
堀
越
記
兵
衛
米
」

こ
れ
ら
板
木
の
事
情
は
納
得
出
米
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

註（
1
）
「
草
奔
の
国
学
」
昭
和
二

O
、
羽
田
書
店
。
「
庶
民
文
化
史
よ
り

見
た
る
下
総
の
国
学
」
日
本
歴
史
一
一
六
号
。
等

（
2
）
芳
賀
登
「
豪
農
平
山
家
の
学
問
」
地
方
史
研
究
三
コ
一
号

小
林
英
一
「
下
総
国
香
取
郡
に
お
け
る
平
田
篤
胤
と
大
原
幽
学
」
地

方
史
研
究
三
八
号
、
等

（
3
）
「
平
田
篤
胤
と
山
崎
篤
利
と
」
国
学
院
雑
誌
幻
の
叩
・
日

「
平
田
篤
胤
研
究
」
昭
一
七
、
六
甲
書
一
時
。

「
平
田
篤
胤
と
山
崎
篤
利
」
昭
一
八
、
平
田
篤
胤
研
究
会
、
な
ど

ハ
4
）
門
人
数
は
「
大
盤
君
御
一
代
略
記
」
l
平
田
篤
胤
全
集
凹
・
た
ま

九
七
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法
政
史
学

第
一
七
号

だ
す
き
附
l
（
国
学
者
伝
記
集
成
、
附
表
も
同
じ
）
の
数
を
記
載
し

た
。
り
の
数
は
国
会
図
書
館
所
蔵

「
平
田
篤
胤
授
業
門
人
姓
名
録
」

H
誓
詞
帳
（
以
下
門
人
姓
名
録
と
い
う
）
に
よ
っ
て
補
正
し
た
も
の

し
た
が
っ
て
姓
名
の
明
ら
か
な
数
で
あ
る
。

O
文
政
五
年
に
は
鉄
胤
の
記
載
数
の
外
に
門
人
姓
名
録
に
は
尾
州
の

河
村
作
右
衛
門

・
上
総
の
岡
沢
織
部
が
追
記
さ
れ
て
お
り
、
更
に
井

上
組
問
が
永
井
信
濃
守
家
中
よ
り
四
名
入
門
し
た

こ
と
を
註
記
し
て

い
る
。
し

た
が
っ
て
計
六
名
の
増
と
な
る
。

O
文
政
六
年
太
田
作
兵
衛
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
か
ら
一
名
の
減
と
な

可。。O
天
保
七
年
、
十
名
の
氏
名
が
記
さ
れ
、
鉄
胤
の
記
載
よ
り
一
名
の

増
と
な
る
。

O
天
保
十
二

・
十
四
年
は
二
名
と
一

名
が
そ
れ
ぞ
れ
鉄
胤
の
記
載
し

た
数
よ
り
門
人
較
で
は
不
足
す
る
。

よ
っ
て
鉄
胤
の
記
る
し
た
五
百
五
十
三
名
よ
り
三
名
の
増
、
五
百
五

十
六
名
が
門
人
帳
の
束
惰
門
人
と
な
る
。

O
技
後
門
人
数
に
つ
い
て
は

「
御
残
後
、
天
保
十
五
年
甲
辰
よ
り
、
慶
応
三
年
丁
卯
に
至
り
、
入

門
之
者
一
千
三
百
三
十
人
ハ
こ
れ
を
中
等
の
門
人
と
為
す
）
」
！
平

田
篤
胤
全
集
四

・
四
四
五

J
六
頁

O
「
l
上
略

l
、
御
一
新
後
、
去
し
戊
辰
の
春
の
初
め
よ
り
、
今
年

己
巳
の
六
月
末
ま
で
、
西
京
及
び
此
地
に
て
入
門
の
人
々
合
せ

て
－

千
四
百
二
十
四
人
な
り
」
1

岡
、
全
集
四

・
四
四
九
頁

と
な
り
門
人
総
計
は
三
千
三
百
人
と
な
る
。

九
八

（
5
）
「
門
人
姓
名
録
」
一
の
十
、

（
6
〉

同
右
、
一
の
十
八

（
7
）

山
崎
家
文
書
、
平
田
家
よ
り
山
崎
篤
利
宛
書
簡
、
年
月
不
詳

（
8
〉
渡
辺
金
造
「
平
田
篤
胤
研
究
」
資
料
編
参
照

（
9
）
同
右
、

三
四

二
買
以
下

（
叩
〉

「
古
史
伝
」

一
之
巻

i
平
旧
篤
胤
全
集
七

（
日
）
同
右
、
入
之
巻

i
三
十
一
之
巻
、
巻
末
参
照

（
ロ
）

渡
辺
金
造

「
平
田
篤
胤
研
究
」

書
簡
編
五
八

（
日
）
山
崎
家
所
蔵
、
借
用
証
文
、
（
こ
の
他
十
五
両
の
証
文
も
う
一
通

あ
り
）

O
篤
胤
が
一

時
で
は
な
い
に
し
ろ
、
山
崎
家
か
ら
二
百
九
十
六
両
の

借
金
を
し
て
い
る
こ
と
は

「
伊
吹
令
日
記
」
の

「
（
文
化
十
四
年
〉
十
一
月
二
十
五
日
今
朝
先
生
越
ケ
谷
へ
御
出

伊
助
御
供
、
松
戸
へ
は
陳
平
参
る
。

問
、
十
二
月
一
二

日

越

ヶ
谷
よ
り
御
帰
り
、
上
首
尾
の
よ
し

（
十
二
月
十
日
付
篤
胤
十
五
両
借
用
）

（
文
化
十
五
年
〉
正
月
十
日
越
谷
よ
り
金
弐
拾
両
受
取
御
帰
り

此
以
後
度

々
御
受
取
也
岡
、
、
十
月
十
二
日
伊
助
越
谷
よ
り

帰
宅
、
弐
f
H
九
十
六
阿
と
取
窮
メ
、
十
三
両
持
参
、
受
取
、
皆
済
也

と
申
事

右
の
記
載
に
よ
り
明
確
で
あ
る
が

（
十
カ
月
分
割
で
）
（
nu
の
借
用

証
文
は
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
ず
日
付
で
あ
る
文
政
は
文
化
十
五
年
四
月
以
降
で
あ
る
の

に
、
文

化
年
中
に
文
政
元
年
正
月
十
日
付
で
あ
る
凶
こ
れ
は
当
然
後
の
証
文
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を
日
付
だ
け
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
・
一小す
。
こ
の
事
情
を
日

記
と
照
合
し
て
考
え
る
に
、
ま
た
筆
蹟
が
平
島
伊
助
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
元
年
十
月
十
二
日
の
皆
済
日
に
伊
助
が
借

金
の
約
束
を
し
た
正
月
十
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
入
れ
た
証
文
で
あ
る

と
考
え
る
。
こ
の
折
年
号
を
λ

ノ
っ
か
り
し
た
と
推
察
す
る
の
で
あ
る

ハ
H
）
山
崎
家
所
蔵
、
鰐
胤
よ
り
篤
利
宛
書
簡

ハ
日
）
同
右
、
文
化
十
五
年
か
正
月
二
十
一
日
付
焦
胤
よ
り
篤
利
宛
書
簡

（
日
）
同
布
、
年
月
不
詳

（
口
）
同
右
、
文
政
三
年
か
月
日
不
詳

（
時
）
間
右
、
文
政
三
年
か
三
月
二
十
八
日
付
書
簡

（
印）

同
右
、
年
不
詳
、
十
月
六
日
付
書
簡

ハ
却
）
同
右
、
年
月
日
不
詳
書
簡

ハ
幻
）
同
右
、
文
政
凶
年
か
九
月
五
日
付
書
簡

ハ
泣
〉
同
右
、
文
政
九
年
か
十
一
月
二
十
四
日
付
平
田
鉄
胤
よ
り
山
崎
焦

利
宛
書
簡

（
お
）
渡
辺
金
泊
「
平
田
熊
胤
研
究
」

l
二．ニ

O
頁

（
M
）
同
右
、
書
簡
日

ハ
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